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1.　 本研究は衣 服の色 との調 和を論 ずるための資料 を

つ くることを 目的 とし た基礎 実験 であっ て， 日本人青年



女子 の皮膚 の色における研究と一連のも のである。 昨年

は第21 回総会に於て東京地区， 名古屋地区の季節 の変

化 を測定，考察し報告したが， 今回は北海道地区の青年

女子 の肌色について，冬 と夏の色について測定を行い考

察を行った。

2.　測定の方法は視感測定法で行った。測定月 日は冬

期は昭和45年１月22 日~29 日， 室温は6 °C内外，湿度

は40% 内外， 夏は昭和45 年 ６月 中旬，室温 は23 ° C 内

外， 湿度は60% 内外であった。 夏， 冬 とも皮膚面 の照

度は450 Lux  ~ 500 Lux の間で測定を行った。被験者 の

年令は女子19 才，人員は100 人を対象 とし て 測定し

たが，シ ーズンを通して同一人が測定て きた のは73 人

であった。被 験者の皮 膚の状況は化粧をしない健康なる

皮膚 を測定し た。

3･　以 上の結果 を総合する と次 の様である。

○冬期 の肌色では7.5YR が多 く，特に明度の高いこ と

が目立ち， 次にlO.OYR が多くて同様に明度が高いも

のが多かった。

○ 夏の色につ いては全体とし て10. ０ＹＲ が多く明度,の

高いこ とが目立っ ている。 次に７､5YR が多かった。

○東 京地区に於ては額，腕 の外側 に5.0YR が多くみら

れたが， そのような傾向がなかった。

○初 夏の色を基 準として， 冬の 色 と の 相関 をみたが，

0.05% の危険 率を見込むと腕 の外側 に 明 るさ及び色 度

共に 有意の差 がみとめられた。
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